
The Japanese Geotechnical Society

NII-Electronic Library Service

The 　Japanese 　Geotechnlcal 　Soclety

No ．1178

首都 高速道路公 団 に おけ る近 接施 工 と対策

MOVEMENT 　CAUSED 　BY 　THE 　NEIGHBORING 　CONSTRUCTION 　AND 　ITS

PROTECTION 　IN 　TOI（YO 　METROPOLITAN 　 EXPRESSWAY 　PUBLIC 　 COR ．

POLATION

わ 　　　　　　　だ

和　　 田

か つ　　　　　　や

克　　哉
＊

　 　 み ず　　　　だ ま b　　　 ひ ろ

　　水　　溜　　廣

楠

河
輔

森

　

＊
　

紳
糖

幸

ひ さ し

久
＊＊

1．　 ま え が き

　首都高速道路 は 昭和55年 1 月新 た に供用開始 され た 9 号

線 ， 湾岸線を含め 総延長 138km に 達 し，都市内高速道路

網 は ほ ぼ整備 され つ つ あ る。こ の 1号線 か ら始 ま り 9号線

に 至 る 9 路線 は，都市高速道路 の 最も重要 な部分に 位置 し，

東京都23区の 全域 に 広が っ て い る。

　 し た が っ て，東京都心 に 起終点をもつ 地下構造物 の 施エ

信 ，何 らか の 形 で 高速道路 に 近接する こ と が多く，年間20

−一　30件 の 近接工 事 が 行わ れ て い る。こ れ ら近接施工 に 関す

る研究は，昭和52年 か ら 「既設構造物 の 近接施 工 に関す る

調査研究」 と し て 委員会を組織し て 始め られ 2 年間の 研究

を終え た 。 以下 こ こで は こ の 研究の 概要に つ い て触れ る と

と もに，逆の 立場か ら高速道路建設 に伴う近接工 事 の 例 に

つ い て 述べ て み た い
。

2．　 近 接工 事の種類

首都高速道路に 近接し て 行 わ れ る 工 事 は軽微 な もの を除

き，表一 1 ， 表一 2に分類 で き る。施 工 法 は 圧倒的 に 直接

基礎工 法が多 く， 全 工 事数 の 半数以上を占め て お り，こ の

工 事の 対象と な る 構造物 は ビ ル の 新設 あ る い は改築工 事が

比較的多い 。

　次 に都市内で の 電々 ，下水 工 事 の 大型化 に 伴 う シール ド

工法に よ る 工 事 が22弩行 わ れ ，直接基礎 工法と合わせ て 約

80％n：ど ち らか の工 法で 施 工 され て い る こ とに な る 。

　ま た ， 表
一2 に示す近接度 の 分類 は，首都高速道路 公 団

「既設構造物 に 近接す る基礎構造物の 設計施工 指針 （暫定

案）」 に基 づ くもの で あ り，図 一 1，表 一 3 に直接基礎 エ

表一2　 近接施工 範 囲と件数
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表
一1　 近接施工 法の 種類
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図一1　 新設構造物 が直 接基礎 工 の 場 合の 範 囲
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　　　表一3

＼ 遡 の 値1

ee囲 の 種郵
1

近接 施工 の 範 囲 （首都高速 道路公団規 定値）

範 囲 の 値

無 条件範 囲

　（D

制 限 範 囲

　 （皿 ）

（1） Bo＞3B1 （新設購造 物の 床付 け面が 地下水位面 以下 の時 ）

　 Bo＞2　B1 （　　　　　　 〃　　　　　　　以 上 の 時 ）

〔2＞　Bo＞（Z）ノ｝−Df ，）　tan 　（45
°一

ψ12）十 B ユ

　　 右辺 の 最大値は 4Bt とする 。

  　Bo＜ BI

（4）　β o≦（Df ！
−Df1 ）　惚 n 　（6

囗一
φ〆2）−2 ‘1r

　　　 tan （45
°一

φ12）≦3B 匚

要
巒

囲1・・）（・ ・囃 ・ どち ・に … し な 囃

こ こ に．Df ， ：地表面か らの 既設構造物 の 根入れ あるい は底面 深 さ

　 　 　 　 直接基礎 ： フ
ーチ ン グ深 さ

　 　 　 ρ危 ：新設構造物 の 根入 れ 深 さ （全長♪，掘削底面 の 深 さ

　　　　B。：既設櫓造 物 と新設構造物 との 闖隔 あ る い は 既設 構造物 と凍 結而

　 　 　 　 　 　又は シール ドとの 間隔

　 　 　 　 B ， ：既設構造 物の 基礎幅 あ る い は 構造 幅

　　　　 ‘ ：土の 粘着カ

　　　　 ア ：土の 単位体積重量

　 　 　 　 φ ：土の 内部摩擦 角

表一4　 近接施工 と検討 内容

・ ・ 1
無条件範 囲

　 （1）

検 討 内 容

この 範囲 に新設構造物が入 る場合に は ，設 計・施工 に特別 の 考

慮を
一

般的 には要しない 。た だ し必要に 応 じて 既設構造物の 変

状の 観測 を行 う。

要 臆 糊
殻 計 に 当teb一般的な考慮 をは らい ・施工 時 に は既設構 造物 ・

　　 　　　 有害な影響を与 え な い よ うな工 法の 選択を行い ，変状 の 観測を

　 （皿 ）　　行 う。

制 限 範 副 設計 ・施 工 に 当た ・ て嬲 1亅の 穂 をし慨 舗 造物 に gz な影

（要 対策範 囲）
．

　　 　　　 響 を与 えない よ う十分 な対 策工 ，防護工 を当初 よ り計画す る。
　 （皿 ）　　同時に施工 時に は変状の 観測を行う。

禁 止 範 囲

　 （IV）

凍結工 法に対 して の み適用 する。

こ の 範 囲内 で 凍結 を行 っ て はな らない 。

法 の 場合 に つ い て 示 した。制限範囲内 （表
一4） の 工 事が

ほ と ん ど で あ り，無条件あ る い は 禁止 範囲の 揚合も例外的

に 行 わ れ て い る。

3． 近接距離 と対策工 法

　近接距離 と深 さと の 関係を実施例 か らま と め て み た 。

　工 法別分類に示 し た とお りそ の 大半 を占め る直接基礎工

法と シ ール ド工 法 を対象と し，土質状態が比 較的良好な路

線 （図
一2）と多少軟弱 な路線 （図一3 ）に 区分 し た 。 そ の

関数と して は近接距離 （B 。）及び地表面 か ら既設構造物支

持面 ま で の 深 さ （Df ，）と，新設構造物支持面 ま で の 深 さ

（Dfh）と の 差 を と り ， 既設構造物 の 種類，防護工 の 有無 に

つ い て 示 した。ま た ， 実測 の 変位 量 が計測 され て い る もの

につ い て は そ の 値を鉛直変位 （V ）， 水平変位 （H ）と して

併記 した 。

　比較的良好 な 地盤 で も直接基礎 工 法 の 場合 ， 既設構造物

の 支持面 か ら上 下方向に各 10m ，既設構造物 か ら水平方

向 に 10m に 囲ま れ た範囲 （図一2 に示 す斜線部）に近接す
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直 接基礎工 法に お け る
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る施工 は ， 既設構造物 を防護す る こ と が多 くそ の 変位量 も

ほ ぼ 10mm 以内で 行 わ れ て い る。

　シール ド工 法 に よ る場合 （図
一 4） は既設 の トン ネ ル 直
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　 表一5　 近接施 工 で 開削工 事 の 場合にお ける 対策 工 法の 分類

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　一鋼管矢板

　　　　　　　　「
山留 め嘲 生を磯

一『
連貌 中壁

糶

罎∴∵li靉1無
下 を抜け る施工 が多くみ られ ，そ の ほ とん どが セ グ メ ン ト

と地山問の 空隙部に 薬液注入を実施 し て い る 。

　 こ の 防護方法 は既 設 構造物 あ る い は 新設 構造物 の 構造 形

式 ，規模，重要度，施工法 ， 近接度，な どに よ っ て 当然異

な っ た もの と な る が，開削工 法を例 に そ の 対策 工 法 を ま と

め て み る と表一 5 に示 され る。対策工 法 は 主 と して 新設構

造物を施工 する段階に お け る既設構造物 へ の 影響を極力小

さ くす る た め に行われ る こ とが多 く，完成後地震時の 挙動

な ど の 影響を考慮 し て補強 され る こ とは 少 な い
。

4． 近 接施工 の既設構造物 に及ぼす影響の 解析

　近接施 工 が 既設構造物に 及 ぼ す影響 を図
一5 の 開削工 事

を 例 に 図
一 6に 示 す計算順序に 従 い 解析し てみ た 。 矢板 の

変形 は掘 削段階を考慮 した 弾塑性解析 に よ り計算 し （図
一

7 ）， こ の 土留 め壁 の た わ み 分 布 を強 制変位 と し て ， ま た
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図一5　 近接施工 解析モ デ ル 図

土留め
1、モの設ni 掘服 1骸 考慮し 地盤亥伽 ｝計算 鼠設構遺物の安定

肭 卻 た矢板 シ
．
珱 形計算 肭 剤 計算

土彁め壁 〔夫板：： 1納 割 F、E、M，に よる地 u・路 ：i〕
の妊圦 ’L長，断面 矢板断酒の 水平 盤中の変位の計算 碁礎杭の たわみ，
の 決定 変位の rl十算 応力度の 計算

J ”ne ．1980

図
一6 計 算 の 順 序

た わ み 量 δ （  〕

No ．1178

図一7　 各掘 削段階 に お け る た わ み 分 布

図一8F ．E ．M 解析 に よ る 地盤 変位 図

最終根切 り底に お け る解放力 を節点荷重 と し て ， 各 々 入力

し て F．E．M 弾性解析に よ り土留 め 背面 の 地盤変位 を求 め

た （図一8）。

　掘削に 伴 う地盤変位を考慮 し た既設構造物 の 安定計算 は

弾性床上 の は り理論 （変位法）に よ る こ と と し，図
一9 の

解析モ デル を用い た 。 地 中部 の 基礎梼造に 作用す る 外力 は

地盤変位が基礎 に 及ぼす応力 と等価 な もの に 換算 し て 求 め

た。ま た場所打 ち杭 で は コ ン ク リートの ひ び割れ に よ り剛
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地盤反力度P．＝・hE（乳一D．）
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（2）

図一9　 基本式 の 概念 と解析 モ デル

〆

ぐ

1破線は F，E．M，による地盤変位）

　 　 　 　 　 　 　 一一一曲げモ
ーメ ン ト（tf・m ／本〕

曲 げモ ー
メ ン ト牙布図

図
一10 剛性 の 低下に よ る比較

性が低下す る た め ，杭体 の 曲げ剛性を 3／4，112，114 と し

て計算 した （図
一10）。

　曲げ剛性が 低下す るに つ れ，杭 の た わ み は 地盤変位分布

に近づ き曲げモ
ー

メ ン トは 低減 す る。図
一1eの 最大曲げモ

ーメ ン 1・を生 ず る 断面 に お ける 応力度を常時の 軸力を加え

て 表一 6 を求め た 。

　 こ れ らの 結果か ら，こ こ で 触 れ た解析法 に よれ ば近接施

工 に よ る地 盤 変 位 の 影響 は 既設構造物 に 過大な 応力 を生 じ

せ しめ ， そ の 対策 が 必要 で あ る こ とを示 し て い る。

5． 近 接 施 工 例

　首都高速道路公団に おけ る近接施 工 は，い ま まで 述 べ て

きた 高速道路 に 近接 し て 他 の 構造物がつ く られ るい わ ば管

理 側 と し て の 立 場 か らの もの と，逆 に 他の 構造物に 近接し

て高速道路をつ くらなければな らない 建設側 と して の 立場

54

表一一6　杭体の 断 面力及 び応 力度

（
掘 削に よ

る影 響 ）
「

軸　 力

（常
＋

時 ）
（・f） 戛諞偏訊漏 ）

CASE −
　 　 　 　 　 222
　 　 Aw 166270

〃　 A2L　　2U

n　 A2 ！1・97

〃　 A23　 　 176

138220

103170

62 90

3650

34go

2410

800

諸 元

RC 杭 ：φ1  
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常時軸 力N ＝15Gtf

常時 モ
ーメ ン トハイユ

〔｝tf・m

か らの もの が あ る。

　 以下 の 施 工例は ， 見方をか え る 意 味か ら も高速道路建設

に 伴 う近接施 工 の 例 に つ い て 触 れ る。

　 5．霊 施 工 概 要

　 首都高速湾岸線は ， 東京湾環状道路 の
一

環 と して 総幅員

100m の 中央部分 35m を 占 め，両側 に 国道 が建設され る e

し たが っ て 国道部分 に は 各種 の 道路付属構造物が計画 あ る

い は施工 され て い る た め ， 高速道路建設 に 当た っ て は い た

る所 で 近接施工 が 行 わ れ る 。

　 千葉県市川市行徳地区の 建設 に お い て も既に 共同溝が国

道部分 に施工 され て お り， 橋脚 工 事 に 伴 うPC 杭あ るい は

鋼矢板打設 に よ る 振動 が共同溝 に 与え る影響 を評価 す る必

要 が生 じ た。こ の 影響 を事前 に 予 測す る こ とは現状 で は か

な り難し く， こ こ で は本施 工 に 先立ち試験施 工 を実施 し，

共同溝及 び 周辺 地盤 の 挙動 を観測す る こ とに よ りそ の 後の

影響 を予測 し た。

　調査揚所 の 橋脚 と共同溝の 関係，土質柱状図及び測定計

器 の 配置 は 図
一11に 示 した。共 同溝は約40m を 1 ブ ロ ッ ク

で ， 深さ約 3m か ら 7m に べ た 基礎 で構築され て い る 。 周、

辺地盤は 地表面 よ り沖積層 の シ ル ト層，緩 い 砂層か らな り

共同溝は 地下水位面 以下 に位置 して い る 。

　橋脚基礎は PC 杭径 工 m
， 長さ31m で ， 支持層 に達す る

ま で アース オ ーガーで中掘 り し ， 支持層 （N 値50以上 の 砂

層） に 5m 程度を45　t 級 デ ィ
ーゼ ル ハ ン マ

ーに て 打撃 し 打

ち 止 め て い る 。 土留め鋼矢板は IV型 を使用 し 長 さ10．5m で 。

打 ち込 み，引抜き と も401Pバ イ ブ ロ ハ ン マ
ー

工 法 を採用 し

た。

　 こ の よ うに砂質土層 に基礎 を根入れ し て い る地中構造物

に 加振型 の 機械を用い て地盤 に 振動を 与 え る 場合，そ の 影．

響は構造物そ の もの よ りむ し ろ ， 砂層 の 液状化などに よ る

地盤変状の 方が 大きい と予想 され る 。

　 5．2 測 定 項 目

（1） PC 杭打設 に よ る 影響測定

　   　共同溝内 の 加速度

　共 同溝 へ の 影響を考慮 し て ，共同溝 か ら離れた橋脚基礎

杭 No．18，14，5，1 の 順に デ4 一ゼ ル ノ ・ ン マ ーで 打撃 し

た時 の
， 打 止 まり前 10打 の 振動加速度 を水平 2 成分 ， 上下

成分 の 加速度計に よ り測定。

土 と基碗 28T6，（269＞
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図
一11 測 定 箇所 及 び計器 取付 け位 置

　  　共同溝 の 傾斜

　橋脚基礎杭打設時，1 日 1 回共同溝内の 箇所 に 設置 し た

2 成分傾斜計に よ り，共同溝延 長方向，横断方向 の 傾斜を

静的に測定 。

　  　共 同溝継手 部の 挙動

　傾斜 の 場合と同様に ，ブ ロ ッ ク 間 の 相 対移動 量 を両 ブ ロ

ッ ク を挾 ん で 取 り付けた 継 目計 に よ り， 共同溝の 延長方向，

横断方向，上 下 方向 に つ い て ，静的 に測定。

　  　共同溝 の 変位及 び ク ラ ッ ク

　強制換気孔 に設 けた測定点 に つ い て ， 静的測定 に準じて

水平 ， 上下 方向の 変位 を測量 に よ り 1 回 1 測定。ま た ， 1

か 月 に 1 度共同溝内の ク ラ ッ ク の 変状調査 。

  　鋼矢板打込 み ，引抜 き に よる影響

　  　共同溝内の 加 速度

　共同溝よ り 2．5m 離れ た 位置 に ，共同溝 と 平行 し て 5 枚

の 鋼矢板打込 み，引抜き を行 い ，基礎杭打設試験 と同 じ 箇

所で 共同溝内 の 加 速度 を測 定 し た。こ の 場合，記録 は 鋼矢

板施 工 の 各段階に お い て ，連続的 に 測定。

　  共同溝 の 傾斜

　鋼矢板 の 打込 み，引抜き前後 に お いて，基礎杭打設 の 揚

合と同様 に 測定 。

　  共同溝継手部の 挙動

　傾斜 の 揚合 と 同様 に 測 定。

　  　共同溝 の 変位及び クラ ッ ク

　基礎杭打設 の 場合と同様に 測定。

　   　周辺 地 盤 の 土圧

　鋼矢板 と共同溝 と の 間の 地盤内に 3 個 の 土圧 計 を取 り付

けた鋼矢板 を打設 し，打込 み ，引抜 き時の各施 工 段階に 地

盤内の 水平土圧 を 測定 。

　   　周辺 地盤 の 間隙水圧

　鋼矢板 と共同溝間 の 地盤内 に 2個 の 間隙水圧 計を設置 し，

鋼矢板打込 み ， 引抜き時 に動 的 に ，そ の 前後 は 静的 に測 定。

June ，　1980

　   　周辺 地盤 の 水平変位

　鋼矢板 と共同溝問の 地盤内 に ガ イ ド管を埋設し ， 管に挿

入 した挿入型傾斜計 に よ り測 定 し た傾斜 か ら積分 して 変位

を求 め た 。 傾斜 の 測定は，頭部 より1m ご とに 行い
， 鋼矢

板打込 み，引抜 き前後に測定 。

　5．3 測 定 結 果 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
’

　（1｝ 杭打設 に よ る加速度

　図一12は， PC 杭打設に よ り共 同溝内 で 測定 し た 加速度

の 現象波形の 一例を示 した も の で あ る。こ の 加速度波形 は ，

最初に伝わ っ て くる高周波数 （約 400Hz ）の 波 と， そ れ よ

りか な り遅れ て 伝わ る 低周波数（約50Hz ）の 波 とで 構成 さ

れ て い る 。 伝ぱ速度 か ら推定す る と，高周波数の 波は飽和

土層を伝わ る 圧縮波 （伝ぱ速度 700m ！s ） で あ り，低周波

数 の 波は 同 じ層 を伝わ る 横波 （伝ぱ速度 170mls）で
’
あろ う

と考え られ る。高周波数 の 波 の 加速度は ， 低周波数 の 波 の

加速度よ り大きい もの が多い が ，

一方速度は波形か らみ る

と逆 に 低周波数 の 波の 方 が大き くな る もの と思わ れ る 。 そ

れ ゆ え，共同溝に 与え る振動 の 影響 は ， 低周波数 の 波 の 方

が大き い と思わ れ る。　　　　　　　　　　
・

　そ こ で，図一13に は 低周波数 の 波の 加速度に つ い て ， 各

測定断面 ご とに最終打撃10打 の 最大加速度 の 平均値 と ， 測

定点 か ら杭打設点まで の 水平距離 をプ ロ

．
ッ ト．し た もの で あ

る。共 同溝延 長方向の 加速度 は ，距離 が 遠 い ほ ど小 さ くな

り伝 わ る波の 減衰す る こ と を示 して い る が ， 他 の 2方 向の

加速度は，必 ず し も距離に よ る減衰を示 し て い ない 。 こ れ

は，杭打 ち 振 動 が種 々 の 因 子 に 影響 され る た め で あ ろ う。

　（2｝ 杭打設 に よる 砂層の液状化 の 判定

　図
一14に は，PC 杭打 ち 振動 を地震 に よ る振動 とみ な し

て ， 液 状化判定 を行 っ た結果 を示 し た もの で ある。判定方

一
図一12No ．　18   　杭打 ちに よ る加 速度 の 現象波形 の

一例
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図
一13　杭打 ちに よ る加速度 と距離関係図

　
一一＋ せ ん断応力　（kgf／ern’）

0．1　　　 0．2　　　 0．3　　　 0．4

N＝1

図一14 流動 化判定 の
一一一’例

法 は簡易判定式
1） に よっ て お り， その 結果 は，最大加速度

36　gal か ら求 め られ た 平均 せ ん 断応力 （τ E。）が，抵抗せ ん

断応力 （τL）以下 で あ る こ とを示 し て い る。もちろ ん ，杭

打設振動は 地震 に よ る振動 に比 べ て 振動数 が 高 く， 振動 の

強さが各地点で 異 な る こ とか ら，簡易判定式 を全面的 に 適

用す る こ とは で きな い が，地震動 よ り安全側 の 判定を与え

る 。 す な わ ち， 液状化 と判定 され て も局部的 と考 えられ ，

今回の 変状調査 の 結果 か ら共同溝 に は ，ほ とん ど影響 が な

い こ とが推察され る。

　〔3｝ 鋼矢板打込み ， 引抜 きに よ る土圧 ， 水圧 の 変化

　図一15．（a ）に は 鋼矢板打込 み，引抜 き時 の 間隙水圧 の

変化 を示 した 。 鋼矢板 を打 ち込むと動的間隙水圧 は 上昇 し，

打込み後上昇し た 間隙水圧 の
一

部 は残留 して い る 。動的間

56

隙水圧 の 最大値か ら求 め られ た過剰間隙水 圧 の 有効上載圧

の 割合 は 60％ に 達 し て お り，鋼矢板打 込 み 時 の 共同溝 の 加

速度約 5ga1 （21　Hz ） と考え合わせ る と予想外 に 間隙水圧

の 上昇 が あ っ た。しか し，鋼矢板打込み，引抜 きに よ る共

同溝 の 変状は ， 極 め て 小さい もの で あ っ た 。

　図
一15．（b）は 鋼矢板打込 み ， 引抜き時 の 水平土圧 の 経

時変化 を示 した もの で あ る。鋼矢板 の 打込 み 枚数 の 増加 と

ともに 残留土圧は 増加す る。 し か し ， 鋼矢板 を引 き抜 く と

打込 み 時増加 し た 残留土圧 は 低下 し ， 打込 み 前 の 土圧 よ り

小 さい 値 となる。

　（4） PC 杭打設 に よ る 共同溝 の 変位

　図
一16に は PC 杭打設 に よ る共同溝 の 変位 を継 目計 で測

定 したもの で ，38ブ ロ ッ ク を不動 と した37ブ ロ ッ クの 経時

変化 で ある。杭 N ・．18， 14 の 打設 に よ り37ブ ロ ッ クは 33

ブ ロ ッ ク との 間を縮め る方向 ， 打設点 と反対方向，ま た ，

隆起方向に約 1mm 動き，そ の 後，　 No．5，1 の 打設 まで

の 期間は ，ほ とん ど動 か なか っ た 。
No ．5，1 の 杭打設に 伴

い 37ブロ ッ クは 38ブ ロ ッ クの 方向， 打 設点 の 方向 に動い た
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が ， 38ブ ロ ッ ク の 方向 の 動 き （約 0．5mm ）が 最大で他方

向 へ の 動き は 小 さ い 。

　本調査に 基 づ き ，
PC 杭打設及 び鋼矢板打込み ， 引抜き

が 及 ぼ す共同溝 へ の 影響 は 小 さい と判定 し ， 工事を進め た

が，そ の 後，影響が あ っ た と は 報告され て い な い
。 こ の よ

うに今回 の 調査 は，工 事 へ の 事前調査と し て の 役 目を果た

し た と思わ れ る が，調査方法 と し て は必 ず し も十分 で あ っ

た とは 思 え な い 。し た が っ て ，近接施 工 に 伴 う事前調査方

法 の 確立が待 た れ る と こ ろ で あ る 。

6．　 あ と が き

　首都高速道路公 団に お け る近接施工 につ い て，施 工 され

る立場 と施工 す る 立場 か らそ の 現状に 触れ て み た。近接施

工 の 難し さ は，既設 構造物 に 多 くの 種類 が あ り余裕 の あ る

構造物が少 な い た め，そ の 影響 を極力少 な くす る努力を重

ね つ つ
， ど の 程度ま で の 影響を与えて も良い か の 判断が明

確 で な い こ とに あ る と もい え る 。

　 した が っ て ， と もすれ ば過酷な条件を賦し て施工 を強い

る こ ともあ る 。 こ れ は 近接施工 の 影響が既設構造物 へ 及ぼ

す影響に つ い て ， あ る 精度 で 予測 で きな い こ とに も起因 し

て い る。

　現在首都高速道路 公 団 に お い て は 前 述 した とお り 「既 設

構造物の 近接施 工 に 関す る調査研究 」 と して委員会 （委員

長吉田厳氏） に よ り，こ れ らの 問題点に つ い て議論 を始 め

た と こ ろ で あ る。今回そ の
一

部に つ い て 報告
3）

させ て い た

だ い た が，最終成果が得 られ た折 に別 の 機会を借 り報告 さ

せ て い た だ きた い 。

　最後に 吉田厳氏 を委員長 とす る 研究委員会 の 諸氏 ， 本報

告取 Dま とめ に ご尽 力 い た だ い た 保全施設部， 湾岸線建設

局 の 皆様 に紙上を借 り厚 くお礼 申し上げます。
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